
Q u a r t e r l y  H o u e n z a k a NO.58

発行：一般財団法人大阪市教育会館
超ローカル・ミニコミ紙

クォー
タリー
（季刊

）2024.10

第58号（秋）

　
今
回
の
ミ
ニ
ミ
ニ
難
波
宮
講
座
も
、一
般
財

団
法
人
　
大
阪
市
文
化
財
協
会
の
南
秀
雄
先

生
に
、「
後
期
難
波
宮
と
平
城
宮（
１
）―
全
体

の
形
態
の
比
較
」を
テ
ー
マ
に
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、後
期
難
波
宮
と
平
城
宮
、宮
殿

の
比
較
を
3
回
に
わ
た
っ
て
話
を
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

１
．後
期
難
波
宮
・
京
と
平
城
京
の
歴
史

　
平
城
京
へ
の
遷
都
が
7
1
0
年
、聖
武
天
皇

が
即
位
し
た
の
が
7
2
4
年
。翌
年
の
7
2
5

年
に
難
波
行
幸
を
行
い
、7
2
6
年
に
藤
原
宇

合
を
知
造
難
波
宮
事
に
任
命
し
、難
波
宮
の

再
建
に
取
り
掛
か
る
。年
表
を
み
る
と
、

7
2
7
年「
難
波
宮
造
営
の
雇
民
ら
の
税
を
免

除
。」、7
3
2
年「
藤
原
宇
合
以
下
に
物
を
賜

う
。難
波
宮
造
営
が
一
段
落
。石
川
枚
夫
を
造

難
波
宮
長
官
に
任
命
」、7
3
4
年「
聖
武
天

皇
、難
波
行
幸
。難
波
宮
の
宅
地
を
班
給
。」、

7
4
4
年「
聖
武
天
皇
、難
波
宮
に
行
幸
。難

波
を
首
都
と
す
る
が
、聖
武
天
皇
は
紫
香
楽

宮
へ
帰
る
。」、政
情
不
安
な
ど
か
ら
恭
仁
京
、

紫
香
楽
宮
と
遷

都
が
行
わ
れ
、

7
4
5
年
に
紫

香
楽
宮
を
新
京

と
す
る
が
、反

対
が
多
く
、平

城
京
に
還
都
す

る
。
娘
の
孝
謙

天
皇
に
譲
位
し
、

太
上
天
皇
と
な

る
が
、7
5
6
年

に
崩
御
。
そ
れ

と
と
も
に
難
波

宮
は
歴
史
の
舞
台
で
影
が
薄
く
な
っ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
に
、後
期
難
波
宮
は
聖
武
天
皇
と

と
も
に
あ
っ
た
宮
殿
で
あ
る
の
が
一
目
瞭
然

で
わ
か
る
。こ
の
時
代
、都
が
移
り
替
わ
り
、

宮
殿
は
即
座
に
造
ら
れ
て
い
る
が
、平
城
宮

以
外
で
こ
れ
だ
け
時
間
と
労
力
を
か
け
て
丁

寧
に
造
ら
れ
た
宮
殿
は
な
い
こ
と
か
ら
、ス
ー

パ
ー
サ
ブ
と
し
て
、後
の
長
岡
京
遷
都
に
生
き

て
く
る
。遷
都
に
は
反
対
す
る
も
の
が
多
く
、

平
城
宮
の
大
極
殿
を
す
ぐ
に
長
岡
に
持
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。難
波
宮
の
大
極

殿
を
移
築
し
た
。築
5
0
年
以
上
た
っ
て
も

使
え
る
建
物
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、長
岡
京
が
極

め
て
短
期
間
で
機
能
し
始
め
る
。

　
平
城
宮
の
全
体
形
の
特
徴
は
2
点
。二
つ

の
中
枢
区
画
が
あ
る
こ
と
と
、東
西
対
称
で

な
く
東
に
張
り
出
し
部
が
あ
る
こ
と
。こ
れ

を
後
期
難
波
宮
と
比
べ
る
と
。

２
．平
城
宮
の
二
つ
の
中
枢
区
画（
中
央
区
・
東
区
）、

二
時
期
の
大
極
殿
と
二
つ
の
朝
堂
院

（
１
）中
央
区

　
平
城
京
の
中
軸
で
あ
る
羅
生
門
―
朱
雀
門

の
位
置
に
あ
る
。北
に
大
極
殿
地
区
、南
に
朝

堂
院
地
区
が
あ
る
。

　
大
極
殿
地
区
の
規
模
は
南
北
3
2
0
m
・

東
西
1
8
0
m
、北
半
分
が
レ
ン
ガ
積
み
高

台
、南
半
分
が
小
石
敷
き
広
場
。大
極
殿
基
壇

は
東
西
5
3
ｍ
・
南
北
3
0
ｍ（
第
1
次
大
極

殿
）、北
側
に
後
殿
1
棟
が
あ
る
。朝
堂
院
と

分
け
る
南
門
の
両
側
に
大
き
な
楼
閣
が
あ
る
。

大
極
殿
地
区
の
南
側
の
朝
堂
院
地
区
は
南
北

2
8
0
m
・
東
西
2
1
0
m
、２
棟
ず
つ
東
西

に
分
か
れ
、４
棟
の
南
北
に
長
い
基
壇
建
物

が
あ
る
。
南
側
２
棟
は
特
に
長
く
全
長

9
0
m
の
細
長
い
建
物
で
あ
る
。な
ぜ
、こ
の

よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、モ

デ
ル
が
あ
っ
た
。唐
の
長
安
城
の
含
元
殿
を

模
倣
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。7
0
2
年

に
粟
田
真
人
ら
が
遣
唐
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
、

正
月
に
行
わ
れ
る
儀
式
に
参
加
し
、皇
帝
で

あ
る
則
天
武
后
に
も
謁
見
し
た
。普
通
で
は

入
れ
な
い
中
枢
施
設
で
あ
る
含
元
殿
を
実
際

に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。3
0
年
以
上
中
国

と
の
交
渉
は
な
く
、3
0
年
ぶ
り
に
行
っ
た
唐

の
長
安
城
と
藤
原
京
と
は
あ
ま
り
に
も
様
子

が
違
い
過
ぎ
て
い
て
驚
い
た
。こ
の
こ
と
も
平

城
京
遷
都
の
一
因
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。こ

こ
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
と
い
う
と
、

天
皇
の
即
位
式
、元
日
朝
賀
、外
国
使
節
と
の

接
見
な
ど
の
儀
礼
空
間
で
、め
っ
た
に
使
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
場
所
で
あ
っ
た
。

（
２
）東
区

　
朱
雀
門
の
東
に
あ
る
壬
生
門
の
北
に
位
置

し
て
い
る
。北
に
大
安
殿（
平
城
還
都
後
に
大

極
殿
が
つ
く
ら
れ
る
。第
2
次
大
極
殿
）、南

に
朝
堂
院
地
区
、そ
の
南
に
朝
集
殿
が
あ
る
。

も
っ
と
も
北
に
内
裏（
約
1
8
0
m
四
方
の
正

方
形
）。

　
大
安
殿
地
区（
奈
良
時
代
後
半
は
大
極
殿

地
区
）の
規
模
は
南
北
7
9
m
・
東
西

1
0
8
m
、掘
立
柱
建
物
で
屋
根
は
瓦
を
使
わ

ず
、檜
皮
葺
き
で
あ
っ
た
。後
殿
が
あ
る
。平

城
還
都
後
、基
壇
・
礎
石
立
ち
の
大
極
殿
が
建

設
さ
れ
る
。

　
朝
堂
院
地
区
は
南
北
4
0
9
m（
朝
集
殿

院
を
含
む
）・
東
西
1
7
8
m
で
1
2
堂
の
朝

堂（
南
北
８
堂
・
東
西
４
堂
）が
あ
り
、掘
立

柱
建
物
。平
城
還
都
後
は
基
壇
・
礎
石
立
ち

の
朝
堂
に
建
て
替
え
ら
れ
る
。

　
機
能
と
し
て
は
、日
常
の
朝
政
、告
朔（
天

皇
に
対
す
る
1
月
分
の
政
務
報
告
）、授
位
、

任
官
な
ど
の
政
務
空
間
。

３
．後
期
難
波
宮
の
場
合

　
平
城
宮
の
中
央
区
に
当
る
も
の
が
な
く
、

東
区
に
当
る
も
の
が
中
軸
線
上
の
朱
雀
門
上

に
配
置
さ
れ
て
い
る
。北
か
ら
内
裏
、大
極
殿

院
、朝
堂
院
、朝
集
殿（
建
物
は
見
つ
か
っ
て

い
な
い
）と
配
置
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）内
裏
地
区
は
東
西
1
8
0
ｍ
・
南
北
不

明
で
内
裏
正
殿（
進
行
中
の
整
備
計
画
で
遺

構
表
示
さ
れ
る
）と
前
殿
が
あ
る
。

（
２
）大
極
殿
地
区
は
東
西
1
0
7
m
・
南
北

8
0
m
で
大
極
殿
と
後
殿
、両
者
を
結
ぶ
軒

廊
が
あ
り
、基
壇
・
礎
石
立
ち
に
な
っ
て
い
る
。

（
３
）朝
堂
院
地
区
は
東
西
1
6
1
ｍ
・
南
北

1
7
8
ｍ（
朝
集
殿
含
ま
ず
）で
８
堂
の
朝
堂

（
南
北
６
堂
・
東
西
２
堂
）が
あ
り
、基
壇
・
礎

石
立
ち
に
な
っ
て
い
る
。８
堂
形
式
は
長
岡

京
へ
建
物
ご
と
引
き
継
が
れ
る
。西
側
に
五

間
門
区
画
が
あ
り
、饗
応
の
施
設
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

※
後
期
難
波
宮
中
枢
部
は
平
城
宮
東
区
を
基

本
に
、そ
れ
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
た
感
じ
で
あ

る
。

※
平
城
宮
の
第
2
次
大
極
殿
、朝
堂
の
基
壇
・

礎
石
立
ち
・
瓦
葺
き
へ
の
建
て
替
え
に
先
行

し
て
後
期
難
波
宮
が
あ
る
。難
波
宮
が
先
行

形
式
で
試
作
的
意
味
が
あ
り
、小
さ
い
け
れ

ど
、宮
殿
形
式
の
流
れ
に
お
い
て
は
重
要
な
役

目
を
果
た
し
て
い
る
。

４
．平
城
宮
の
東
張
り
出
し
部

（
１
）
後
期
難
波
宮
の
推
定
宮
域

　
後
期
難
波
宮
の
宮
域
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

前
期
難
波
宮
を
引
き
継
い
だ
と
す
る
と
一
辺

9
0
0
ｍ
説
や
一
辺
7
4
0
ｍ
説
、
も
っ
と
も

狭
い
の
は
一
辺
約
6
5
0
ｍ
説
。
高
橋
工
説

で
後
期
難
波
宮
は
一
辺
6
9
0
ｍ
。
平
城
宮

の
大
き
さ
は
一
辺
約
１
㎞
四
方
に
、
東
西

2
5
0
ｍ
・
南
北
7
5
0
ｍ
の
東
張
り
出
し
部

が
あ
る
。

（
２
）
東
張
り
出
し
部
を
設
け
た
意
味

①
中
央
区
・
東
区
の
設
置
に
よ
っ
て
宮
の
面

積
が
不
足

　
張
り
出
し
部
の
広
さ
は
１
坊
（
5
3
2
ｍ

四
方
）
の
４
分
の
３
で
1
2
坪
（
1
3
3
ｍ
弱

四
方
）
分
　
　

②
皇
太
子
の
宮
・
東
宮
の
場
所
の
確
保

　
首
皇
子
（
後
の
聖
武
天
皇
）
の
た
め
の
東

宮
を
確
保
。
天
武
天
皇
の
直
系
の
孫
で
あ
り
、

将
来
を
約
束
さ
れ
た
特
別
な
存
在
。
そ
れ
ま

で
は
、
皇
子
ご
と
に
宮
外
に
生
活
の
場
所
が

あ
っ
た
。

ミニミニ難波宮講座のようす▲

ミ
ニ
ミ
ニ

　
　難
波
宮
講
座

お買い物はレディースセレクトショップ「Sucreスクレ 森ノ宮」、
「もりのみやキューズモールBASE」のお店へ！

お食事は「菜蔵」、もりのみやキューズモールBASEの「アスショク」、
「KKRホテル大阪」で楽しもう！

秋の爽やかな一日は、難波宮跡公園・森之宮・大阪城界隈の施設とお店で素敵にすごしませんか！

　
参
考
文
献

　
・
奈
良
文
化
財
研
究
所
編
『
図
説
　
平
城

京
辞
典
』
2
0
1
0
年
、
柊
風
社

　
・
奈
良
文
化
財
研
究
所
編
『
平
城
京
　
奈

良
の
都
の
ま
つ
り
ご
と
と
く
ら
し
』

2
0
1
0
年

　
・
馬
場
基
「
平
城
京
を
探
る
」　
吉
村
武
彦
・

吉
川
真
司
・
川
尻
秋
生
編
『
古
代
の
都
　

な
ぜ
都
は
動
い
た
の
か
』
2
0
1
9
年
、

岩
波
書
店

　
・
渡
辺
晃
宏
「
平
城
京
の
構
造
」　
田
辺
征

夫
・
佐
藤
信
編
『
平
城
京
の
時
代
　
古
代

の
都
２
』
2
0
1
0
年
、
吉
川
弘
文
館

　
・
田
辺
征
夫
『
平
城
京
　
街
と
く
ら
し
』

1
9
9
7
年
、
東
京
堂
出
版

　
・
髙
橋
工
「
前
期
・
後
期
難
波
宮
跡
の
発

掘
成
果
」　
中
尾
芳
治
・
栄
原
永
遠
男
編

『
難
波
宮
と
都
城
制
』
2
0
1
4
年
、
吉
川

弘
文
館

　
急
な
雷
雨
の
た
め
、難
波
宮
跡
公
園
・
周

辺
道
路
の
清
掃
は
中
止
に
し
ま
し
た
。次
回

は
、１
１
月
１
４
日（
木
）15
時
30
分
か
ら
開

催
し
ま
す
。ミ
ニ
ミ
ニ
難
波
宮
講
座
は「
後
期

難
波
宮
と
平
城
宮（
２
）―
大
極
殿
の
比
較
」

を
テ
ー
マ
に
大
阪
市
文
化
財
協
会
の
南
先
生

に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の
あ
と
、難

波
宮
跡
公
園
・
周
辺
道
路
の
清
掃
を
行
い
ま

す
。 特

別
展
「 

川
瀬
巴
水 

旅
と
郷
愁
の
風
景
」

　大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
木
版
画
家
・
川

瀬
巴
水
（
1
8
8
3―

1
9
5
7
〔
明
治
1
6―

昭
和

3
2
〕
年
）。
近
代
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
街
や
風
景
が

め
ま
ぐ
る
し
く
変
貌
し
て
い
く
時
代
に
、
巴
水
は
日
本

の
原
風
景
を
求
め
て
全
国
を
旅
し
、
庶
民
の
生
活
が
息

づ
く
四
季
折
々
の
風
景
を
描
き
ま
し
た
。
巴
水
と
と
も

に
木
版
画
制
作
の
道
を
歩
ん
だ
の
が
、
新
時
代
の
木
版

画
「
新
版
画
」
を
推
進
し
た
版
元
の
渡
邊
庄
三
郎
（
現
・

渡
邊
木
版
美
術
画
舗
初
代
）
や
彫
師
、
摺
師
と
い
っ
た

職
人
た
ち
で
す
。
四
者
は
一
体
と
な
っ
て
協
業
し
、
伝

統
技
術
を
継
承
し
な
が
ら
も
よ
り
高
度
な
技
術
の
活
用

を
求
め
ま
し
た
。
そ
し
て
新
た
な
色
彩
や
表
現
に
挑
み

続
け
、「
新
版
画
」
を
牽
引
す
る
存
在
と
し
て
人
気
を
博

し
ま
す
。

　本
展
で
は
、
季
節
や
天
候
、
時
の
移
ろ
い
を
豊
か
に

表
現
し
「
旅
情
詩
人
」
と
も
呼
ば
れ
た
川
瀬
巴
水
の
木

版
画
家
と
し
て
の
生
涯
を
、
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
代

表
的
な
作
品
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。
ま
と
め
て
観
る

機
会
の
少
な
い
連
作
（
シ
リ
ー
ズ
）
も
含
め
約
1
5
0

点
を
展
示
し
、
叙
情
的
な
巴
水
の
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

会
　
　期

 2
0
2
4
年
10
月
５
日（
土
）〜
12
月
２
日（
月
）

　
　
　
　
　
※
火
曜
日
休
館

開
館
時
間
 午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時  

※
入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

会
　
　場

 大
阪
歴
史
博
物
館
　
6
階
　
特
別
展
示
室

観
覧
料 

●
特
別
展
の
み

 

 

　
大
人  

1
，3
0
0（
1
，1
7
0
）円

 

 

　
高
校
生  

7
0
0（
6
3
0
）円
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第57回 日時／ 2024年11月14日（木）
　　　　　　 15時30分から16時30分まで
参加費／無料（作業手袋、ゴミ袋は用意します。）
内　容／ミニミニ難波宮講座のあと、難波宮跡公園と周
辺道路のゴミ拾い、清掃をします。（清掃に使う作業用
手袋、ゴミ袋は会館で用意します）
集　合／大阪市教育会館　１階会議室
申込み／お名前を財団事務局までお知らせください。
　　　（６９４１－０９５１）

　難波宮・大阪城・法円坂界隈に立地する会館、ホール、飲食店な
どが、大阪の歴史の出発点である難波宮の顕彰と緑豊かな大阪城・
法円坂地域の活性化・振興を目的として「ナニワノミヤ・パレス・パー
トナーシップ」（略称　NPP）という連携協定を結び活動しています。

NPP知らせ文

2024年11月14日（木）15時30分から
法円坂ストリート・クリーンアップ作戦

今後の予定
第60回　2025年 3月13日（木）　15：30 ～
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日時  2024 年 11 月３日（日）10:30 ～ 17:00
場所  史跡なにわの宮跡



ゆとりいっぱい楽しいイベントEVENT S c h e d u l e

地下鉄谷町線・中央線「谷町4丁目」駅10番出口より
地下鉄長堀鶴見緑地線・中央線「森ノ宮」駅2番出口より
JR環状線「森ノ宮」駅より 各駅より徒歩約10分

最寄り駅のご案内

大阪市民教育研究所
事務局　大阪市教育会館　2 階
法円坂教育青年文庫 2 階　教育研究団体支援室 R 階
TEL 06-6948-5418　　FAX  06 -6948-5419
E-mail:kenkyusho@zaidan.or.jp

事務局　大阪市教育会館 1 階
TEL 06-6941-0951　　FAX  06-6941-7474
E-mail:kaikan@zaidan.or.jp

【フロント】TEL 06-6943-5021　FAX  06-6945-4833
E-mail:annex@zaidan.or.jp

一般財団法人 大阪市教育会館

大阪市教育会館・大阪市教育会館東館
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本館

東館

　2023年7月にリニューアルいたしました「大阪市教育会館東館」で
す。利用拡大・促進キャンペーンを2025年3月31日まで実施中です。
　明るく、清潔で、快適な貸室で、各種会議・イベントを開催しては
いかがですか。
　詳しくは、ＱＲコードからホームページに入っていただく
か、大阪市教育会館フロントにお問い合わせください。

●〒540－0006　大阪市中央区法円坂1－1－35
●大阪市教育会館フロント　℡ 06－6943－5021　fax 06－6945－4833

会　　期 2024年10月30日（水）～12月23日（月）
　　　　　※火曜日休館

開館時間 午前9時30分～午後5時
   ※入館は閉館の30分前まで

会　　場 ８階 特集展示室（常設展示場内）

観 覧 料 〔常設展示観覧料でご覧になれます〕
　　　　　大人600円（540円）、高校生・
　　　　　大学生400円（360円）

 ※（　）内は20名以上の団体割引料金
※中学生以下・大阪市内在住の65歳以上
（要証明証提示）の方、障がい者手帳等を
お持ちの方（介護者１名を含む）は無料

　大阪の中心市街のひとつである心斎橋の老舗呉服商・小
大丸が、創業 260 年を区切りに本年 3 月その歴史に幕を下
ろしました。本展覧会では、商業地としての心斎橋の発展と
呉服商・小大丸のあゆみについて、約 50 点の歴史資料と
近代の服飾品により振り返ります。

賢いチョイス！会議・各種イベントには大阪市教育会館東館を！
利用拡大・促進キャンペーン実施中　通常料金の約 40％オフ

特集展示「心斎橋ときもの ―小大丸 260 年のあゆみ―」

もりのみやキューズモールBASE

10月12日～10月14日

ちゃ～（抽）選会

もりのみやキューズモールBASE

10月14日

もりのみや運動会

もりのみやキューズモールBASE

10月13日

ちゃ～ズモール

もりのみやキューズモールBASE

11月3日・4日

パン天国～2024秋～
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大阪歴史博物館 特別展

「 川瀬巴水 旅と郷愁の風景」

10/5（土）～12/2（月）

大阪歴史博物館 特集展示

「心斎橋ときもの 

―小大丸 260 年のあゆみ― 」

10/30日（水）～12/23日（月）

大阪歴史博物館

特集展示

「稲作民俗事始め 」

12/25（水）～2/17（月）

ワイン講
習会

11/16（
土）

NPP

クリーン
アップ作

戦

11/14（
木）

市民ギャ
ラリー

「秋の重
慶　名作

画展」

9/10～
10/20

市民ギャ
ラリー

「市退教
植物画教

室作品展
」

10/24～
11/26

マジック
講習会

・バルー
ン講習会

10/12(
土）

大阪市教育会館休館日～１／４
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文化の日

振替休日

勤労感謝の日

　　

スポーツの日　　

　　

楽しい英
語の教え

かた

ワークシ
ョップ

11/24(
日）

中央区生涯
学習フェス

タ

9/5～1
0/31
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